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特 集  ビヨンドコレステロール時代の動脈硬化リスク管理

は　じ　め　に

　高トリグリセリド(TG)血症が動脈

硬化惹起性であるか否かについては多

くの議論がなされてきた。日本では以

前より高TG血症が動脈硬化性疾患の

危険因子であると考えられてきた。一

時，Framingham研究で否定的な成績

が示されたことから，欧米では高TG

血症の重要性についての問題意識が低

い時代があった。そのようななかでも

脂質仮説として，LDLを中心とした

問題については多くの議論がなされ，

高LDL血症に対する治療学は今日，

ほぼ確立された。しかし，動脈硬化

性疾患に対するLDL-C低下療法は30～

40％に効果を認めるに過ぎない。した

がって，今日，その他のリスク(「残

余リスク」と呼ばれるが，「LDL以外

のリスク」と理解される)に対する意

識が高まってきた。このようななかか

ら，高TG血症の動脈硬化惹起性につ

いての議論が深められるようになっ

た。高TG血症を示すリポ蛋白代謝異

常はLDL受容体の役割で説明される

高LDL-C血症に比し，複雑である。そ

れは高TG血症はいわば表現型であり，

その背景には種々の因子が存在するこ

とによる。本質を理解せず，単に高

TG血症といった脂質値のみに注目す

ることでは問題の解決には至らない。

ここでは「動脈硬化惹起性高TG血症」

といった観点から，その要因について

まとめてみたい。

Ⅰ．�動脈硬化危険因子としての
高TG血症とリポ蛋白組成

　高TG血症は疫学的な検討で動脈硬

化性疾患との関連性が実証された。早

朝空腹時，あるいは食後採血に関わら

ず，血清TG値の上昇とともに冠動脈

疾患が増加した。このような変化はわ

が国のみならず，欧米でも同様に示さ
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